
確かな学力の向上をめざして【３月】   
 

 

３学期は校内研究の「まとめ」と来年度の「計画」を立てる時期です。今年度の成果を来年度

につなげたり、課題を共有して研究を深化させたりするためには、今年度中に成果と課題を明ら

かにするとともに、課題解決のための手立て、研究成果を見取る方法等を具体的に決めておく必

要があります。４月から学校全体で同じ方向を向いて取り組めるよう準備しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■校内研究のさらなる充実に向けて ～来年度へ「つなげる」ために～ 

校長会資料（平成３１年３月） 

計 

 

画 

ま

と

め 

研究仮説の検証 

児童生徒の実態を

把握する 

校内研究の成果を『何で見取るか』共通理解できていますか？ 
各校の研究推進計画には、「○○すれば、自ら学ぶ力を付けることができるだろう」、 

「○○すれば、伝え合う力が育つだろう」などの研究仮説が示されています。では、  

その「学ぶ力」や「伝え合う力」が育ったかどうか、つまり、仮説が正しかったか否か

を、どのようにして判断するのでしょう。研究で最も大切なのは「見取る方法」です。   

「何で」見取るのかを年度当初に全職員で納得の上、設定すること が大切です。

成果を子どもの具体的な姿で捉えたり、数値で捉えたりできるような仮説を設定し、全

職員で毎日取り組むことができる研究にしましょう。 

 

「成果と課題」に   

ついて話し合う 

中部教育局 

根拠が 

大切！ 

新学期 

校内研究とは、授業研究会を行うことが目的ではなく、仮説を立て、

その仮説を検証することにより、その学校の教育の「種」となる   

知見を得て蓄積していく ことが目的です。なぜ成果があったの

か、なぜ成果が出なかったのか、仮説を基に検証しましょう。 

現在の児童生徒の姿を、学校の「めざす子ども像」を「ものさし」

として把握しましょう。「頑張っていた」「積極的になった」という

ような児童生徒の把握から一歩進んで、根拠を基にして、何が 

「できた」のかを把握しましょう。アンケートや各種検査など様々

な材料をもとに 多面的に把握する ことも大切です。 

児童生徒の実態を把握した上で、成果と課題について話し合いまし

ょう。その時に、課題はもちろん、成果を共通理解することが重要

です。全教職員が達成感を持つこと が研究を進める「熱」とな

り、「原動力」となります。 

研究計画の検討 

（主題・仮説・組織・評価計画） 仮説の検証は、来年度の研究計画につながっています。計画では、 

「ここまでできたから次の段階に進む」「もう一度立ち止まって方向

性を考える」など、かじ取りを行う ことが必要です。成功と失敗

を繰り返しながら、しっかりした土台を構築し、研究を重ねていき

ましょう。 

次年度へ 

つなげよう！ 

「よかった」「よくなかった」で終わってはダメなんだね！ 


